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編
集
長
益
田
勝
実
先
生
の
文
章
で
あ
る
。

▼
い
ろ
い
ろ
な
面
で
新
し
い
脱
皮
が
必
要
な
と
こ
ろ
に
来
て
い

る
の
が
、
現
在
の
わ
た
し
た
ち
の
『
日
本
文
学
誌
要
』
だ
、
と

思
い
ま
す
。
国
文
学
会
常
任
委
員
会
や
機
関
誌
編
集
委
員
会
で

も
、
い
つ
も
議
論
は
そ
こ
に
集
中
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
編
集
を
担
当
し
た
わ
た
し
た
ち
も
、
一
年
こ
っ
き

り
の
改
変
で
は
な
い
、
長
期
展
望
の
上
に
立
っ
て
の
『
日
本
文

学
誌
要
』
の
新
し
い
性
格
を
作
り
出
し
て
い
こ
う
、
と
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。
急
に
開
花
し
、
ま
た
急
に
し
ぼ
ん
で
い
く
一
輪
咲

き
の
花
の
よ
う
な
あ
で
や
か
に
で
は
な
い
が
、
次
々
と
親
し
み

ぶ
か
い
顔
つ
き
の
実
の
な
る
花
を
開
く
、
花
季
の
長
い
花
の
育

種
に
専
念
し
た
い
の
で
す
。

　

第
一
に
、
顔
を
外
か
ら
内
へ
向
け
か
え
る
。
学
生
会
員
が
欠

か
さ
ず
参
考
に
し
て
く
だ
さ
る
も
の
に
し
た
い
。
第
二
に
、
内

部
に
相
互
批
評
の
活
発
な
行
き
交
い
を
か
も
し
出
す
。
単
な
る

業
績
発
表
の
場
に
終
わ
ら
せ
な
い
で
。
ま
ず
《
講
座
》
欄
を
開

き
ま
し
た
。
次
号
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
。
乞
応
援
。（
益
田
勝
実
）

　

編
集
者
と
し
て
、
常
に
心
が
け
る
べ
き
こ
と
を
示
さ
れ
た
文
章
で

あ
り
、「
学
生
会
員
が
欠
か
さ
ず
参
考
に
し
て
く
だ
さ
る
も
の
に
し

た
い
」
と
い
う
企
画
は
、
早
速
、
第
一
八
号
の
駒
尺
喜
美
氏
に
よ
る

講
座
「
夢
十
夜
」
覚
え
書
の
連
載
か
ら
始
ま
っ
た
。
第
一
九
号
に
は
、

お
も
て
あ
き
ら
氏
の
『
風
姿
花
伝
』
抄
釈
（
そ
の
一
）
が
続
き
、
一

　
『
日
本
文
学
誌
要
』
が
め
で
た
く
百
号
を
迎
え
た
。
ま
ず
、
編
集

方
針
を
定
め
、
企
画
立
案
し
、
充
実
し
た
誌
面
を
め
ざ
し
て
来
ら
れ

た
歴
代
の
編
集
委
員
会
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か

原
稿
も
書
き
、
そ
の
こ
ろ
は
活
版
印
刷
で
、
第
二
号
（
一
九
五
九
年
三

月
）
か
ら
第
二
一
号
（
一
九
七
〇
年
三
月
）
ま
で
の
印
刷
所
だ
っ
た
東

銀
座
印
刷
株
式
会
社
に
出
張
校
正
も
し
た
委
員
の
一
人
と
し
て
、
皆

様
と
共
に
百
号
の
刊
行
を
祝
い
た
い
。

＊

　

一
六
〇
〇
年
ご
ろ
イ
エ
ズ
ス
会
が
長
崎
で
出
版
し
た
キ
リ
シ
タ
ン

版
の
表
紙
に
学
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
『
日
本
文
学
誌
要
』。

百
号
の
歩
み
を
通
覧
す
る
と
き
、
今
も
心
に
残
る
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
「
誌
要
」
の
方
針
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願
う
一
文
を
紹
介

し
た
い
。

　

そ
れ
は
、
一
九
六
七
年
一
〇
月
発
行
の
第
一
八
号
の
編
集
後
記
で
、

〈
あ
の
こ
ろ
の
「
誌
要
」〉

若
人
濶
歩

─
─
一
九
六
〇
年
代
の『
日
本
文
学
誌
要
』─
─

西
野
　
春
雄
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ん
だ
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
応
永
三
十
一
年
（
一
四
二
四
）
一
月
に

世
阿
弥
が
書
写
し
た
能
本
で
、
翻
刻
も
あ
っ
た
が
、
語
句
の
注
釈
も

作
品
研
究
も
な
か
っ
た
。

　

内
容
は
、
女
人
禁き
ん
ぜ
い制
の
高
野
山
に
、
旅
芸
人
の
男
曲く
せ

舞ま
い
ま
い々

に
扮
し

て
、父
の
多
度
津
左
衛
門
（
ワ
キ
）
を
尋
ね
る
姫
（
子
方
）
と
乳め
の
と母

（
シ

テ
）
の
物
語
で
あ
る
。
宗
教
的
戒
律
の
た
め
父
と
名
乗
れ
ぬ
親
、
父

と
は
知
ら
ず
言
葉
を
交
わ
す
姫
が
父
に
杖
で
打
た
れ
る
が
、
そ
の
杖

が
父
子
再
会
の
縁
と
な
る
と
い
う
女
物
狂
い
の
能
で
あ
る
。
世
阿
弥

自
筆
本
が
伝
わ
る
だ
け
で
、
演
能
記
録
も
何
も
な
い
。
作
ら
れ
た
も

の
の
、
何
ら
か
の
事
情
で
お
蔵
入
り
し
た
作
品
ら
し
い
。

　

演
習
は
日
本
文
学
専
攻
の
授
業
で
も
使
わ
れ
て
い
た
五
十
三
年
館

（
当
時
の
新
聞
に
「
ガ
ラ
ス
張
り
の
大
学
院
」「
ネ
オ
ン
輝
く
大
学
院
」
と
報
道

さ
れ
た
大
学
院
棟
）
の
二
階
の
教
室
（
国
文
学
学
会
常
任
委
員
会
も
編
集
委

員
会
も
こ
こ
だ
っ
た
）。
受
講
者
は
楕
円
形
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
席
。
巻

子
本
の
自
筆
能
本
の
紙
焼
き
を
広
げ
、
あ
ら
か
じ
め
先
生
が
幾
つ
か

の
部
分
に
分
け
着
席
順
に
担
当
者
を
決
め
て
い
っ
た
が
、
端
に
座
っ

て
い
た
私
の
前
で
終
わ
り
、
発
表
を
免
れ
た
と
思
っ
た
そ
の
瞬
間
、

「
君
は
物
狂
い
能
全
体
を
総
括
せ
よ
」
と
い
う
課
題
が
出
さ
れ
た
。

　

注
釈
も
何
も
な
い
真
っ
さ
ら
な
能
本
を
読
解
す
る
の
も
面
白
い
が
、

《
タ
ヾ
ツ
ノ
サ
エ
モ
ン
》
や
古
作
能
《
丹
後
物
狂
》（
廃
絶
曲
）、《
柏
崎
》

《
桜
川
》《
三
井
寺
》《
隅
田
川
》
な
ど
、
古
今
の
物
狂
い
能
全
般
を

比
較
・
考
察
し
て
、
そ
こ
か
ら
問
題
を
見
つ
け
る
の
も
研
究
意
欲
が

湧
く
。
夢
中
に
な
っ
て
調
べ
、
考
え
、
レ
ジ
ュ
メ
を
配
り
、「
物
狂

能
の
系
譜
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

九
六
八
年
三
月
発
行
の
第
二
〇
号
か
ら
は
、
新
鮮
な
響
き
の
「
若
人

濶
歩
」
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
趣
旨
は
、

学
問
に
は
年
季
を
要
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
が
学
問
を
推
進
す
る
力
で
あ
っ
て
は
な
る
ま
い
。
最
も
若
い

会
員
層
は
な
に
を
考
え
て
い
る
の
か
。
あ
の
若
々
し
い
頭
脳
の

中
で
ひ
ら
め
い
て
い
る
こ
と
を
な
ま
の
ま
ま
で
汲
み
上
げ
て
み

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
と
し
学
部
を
巣
立
っ
た
人
々
の
論
壇

を
開
こ
う
と
す
る
、
わ
た
し
た
ち
の
企
て
は
、
そ
う
い
う
未
来

形
の
人
々
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い

る
。

と
い
う
言
葉
に
明
ら
か
だ
ろ
う
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
よ
く
、
当
時
の
編

集
委
員
会
が
如
何
に
若
い
会
員
の
研
究
発
表
に
期
待
し
て
い
る
か
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
事
実
、
本
欄
に
は
、
毎
号
、
関
本
直
子
氏
「『
縁
』

前
後
」、
杉
浦
良
子
氏
「
西
行
論
」、
三
原
孝
子
氏
「
説
話
文
学
の
世

界
」
な
ど
、
若
手
の
優
秀
論
文
が
続
い
た
。
今
後
と
も
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
方
針
で
あ
る
。

＊

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
第
一
八
号
に
は
特
別
の
思
い
出
が
あ
る
。
発
端

は
、
私
事
で
恐
縮
な
が
ら
、
学
部
時
代
に
観
世
寿
夫
の
能
に
魅
せ
ら

れ
、
卒
業
論
文
も
能
で
書
き
、
能
楽
研
究
を
志
し
て
大
学
院
へ
進
ん

だ
一
九
六
六
年
四
月
、
指
導
教
授
表
章
先
生
の
中
世
文
学
演
習
で
、

世
阿
弥
自
筆
能
本
《
タ
ヾ
ツ
ノ
サ
エ
モ
ン
（
多
度
津
左
衛
門
）》
を
読
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結
論
を
言
え
ば
、
儀
理
能
（
会
話
主
体
の
劇
的
筋
立
て
の
能
）
か
ら
物

狂
い
能
へ
の
転
換
と
、
観
客
が
心
と
き
め
か
せ
る
歌
舞
・
風
流
能
か

ら
物
狂
い
能
へ
の
変
化
の
、
二
つ
の
流
れ
を
想
定
し
た
。
譬
え
て
言

え
ば
、
物
ま
ね
・
儀
理
を
父
と
し
、
歌
舞
・
風ふ
り
ゅ
う流

を
母
と
し
て
生
ま

れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
。

　

幸
い
、
一
九
六
七
年
度
の
国
文
学
会
総
会
で
発
表
す
る
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
に
推
敲
し
て
臨
ん
だ
が
、
当
時
『
日
本
文
学
誌
要
』
の
編

集
長
だ
っ
た
益
田
勝
実
先
生
が
前
列
で
聴
い
て
お
ら
れ
た
姿
を
半
世

紀
以
上
も
前
の
事
な
が
ら
覚
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
の
発
表

要
旨
を
、
第
一
八
号
に
載
せ
て
い
た
だ
い
た
。
私
に
と
っ
て
初
め
て

の
学
会
発
表
で
あ
り
、
要
旨
な
が
ら
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
学
会
誌
が

『
日
本
文
学
誌
要
』
な
の
で
あ
る
。＊

　

そ
の
後
も
廃
絶
曲
の
研
究
に
も
取
り
組
み
、
一
九
六
八
年
六
月
発

行
の
第
二
一
号
に
「
儀
理
能
の
古
態
―
作
品
研
究
「
横
山
」
―
」
を
発

表
し
た
。
内
容
は
、
中
世
の
東
国
武
士
の
生
活
を
背
景
に
、
落
魄
の

な
か
の
夫
婦
愛
、
横
山
を
尋
ね
る
鎌
倉
遊
女
の
気
質
を
描
く
。
横
山

が
草
を
刈
る
場
面
に
風
情
が
あ
り
「
草
刈
の
能
」
と
呼
ば
れ
、
観
阿

弥
が
神
技
を
見
せ
た
古
作
能
の
佳
品
で
あ
る
。

　

様
々
な
説
話
や
故
事
を
引
き
、
長
大
で
、
草
を
刈
る
場
面
の
労
働

歌
的
な
草
尽
く
し
の
歌
も
面
白
い
。
劇
中
歌
の
よ
う
な
座
興
的
で
独

立
性
の
強
い
語
り
物
や
、
シ
テ
謡
の
文
句
の
途
中
か
ら
同
音
（
地
謡
）

が
謡
う
、
古
作
に
顕
著
な
音
曲
上
の
特
殊
性
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

　

そ
の
後
《
横
山
》
は
「
セ
リ
フ
劇
の
発
見
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

一
九
八
七
年
「
能
楽
鑑
賞
の
会
」
で
復
曲
・
上
演
し
た
。
共
に
運
営

委
員
だ
っ
た
羽
田
昶
氏
と
西
野
の
共
同
演
出
で
、
能
本
作
成
は
横
道

萬
里
雄
氏
。
役
籍
が
固
定
す
る
以
前
の
古
作
能
に
ふ
さ
わ
し
く
、
シ

テ
方
・
ワ
キ
方
・
狂
言
方
の
役
籍
を
解
放
し
た
台
本
を
作
成
さ
れ
、

主
人
公
の
横
山
を
ワ
キ
方
の
宝
生
閑
氏
、
そ
の
妻
を
狂
言
方
の
山
本

東
次
郎
氏
、
遊
女
初
雪
を
シ
テ
方
の
山
本
順
之
氏
、
横
山
の
家
臣
、

久
米
川
を
喜
多
流
の
友
枝
昭
世
氏
、
地
謡
は
観
世
銕
之
亟
氏
が
率
い

る
銕
仙
会
の
メ
ン
バ
ー
が
勤
め
た
。『
日
本
文
学
誌
要
』
に
発
表
し

た
若
い
頃
の
作
品
研
究
が
舞
台
に
生
か
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

な
お
《
多
度
津
左
衛
門
》
は
、
一
九
八
八
年
、
観
世
流
の
大
槻
文

藏
氏
が
伊
藤
正
義
氏
ら
の
協
力
で
復
曲
し
、
何
回
か
演
じ
ら
れ
た
。

　

大
学
紛
争
が
激
し
く
な
っ
て
き
て
『
日
本
文
学
誌
要
』
も
一
九
七

〇
年
三
月
発
行
の
第
二
二
号
で
中
断
し
、
第
二
三
号
が
発
行
さ
れ
た

の
は
十
年
の
空
白
後
の
一
九
八
〇
年
二
月
だ
っ
た
。

�

（
に
し
の　

は
る
お
・
本
学
名
誉
教
授
）
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